
 

 

Ⅵ その他酪農及び肉用牛生産の近代化を図るために必要な事項 

１ 家族経営体の維持・発展のための取組 

酪農及び肉用牛生産は、１経営体における生産額が取り分け大きく、地域経済・社会の

活性化への貢献度合いも大きいことから、生産量をより一層維持・発展させるための取組

を推進します。 

 
２ 新型コロナウイルス感染症等を踏まえた業務継続に向けた取組 

酪農・畜産業及びこれらの関連産業は、食料の安定供給に重要な役割を担っていること

を踏まえ、新型コロナウイルス感染症等に対する予防対策の徹底はもとより、万が一、感

染者が発生した場合においても、優先的に実施する業務の継続が可能となるよう、生産者

や生産者団体、流通事業者、飼料製造業者等の連携による体制の構築を推進します。 

 
３ 需要創出に向けた取組 

今般の新型コロナウイルス感染症の影響等は、生産基盤の維持・発展を図るためにも、

需要あっての生産活動であることが再認識されたことから、安定的な需要が確保されるよう

関係者における緊密な連携構築を促進します。 

 
４ 計画達成に向けた関係機関・団体の役割 

本計画に盛り込まれた取組は、生産者団体、生産者その他の関係者と緊密に連携・協力

し、計画的に推進します。 

 
５ 計画の進行管理と評価 

市は、本計画の策定後、計画に定めた取組の着実な実施と目標の達成のため、その推進

状況や関係者による取組の実施状況について、随時把握し、進ちょく管理を行います。 

また、その過程で明らかとなった、取組の効果や新たな課題等を踏まえ、必要に応じて

取組の見直しや改善を行います。 
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